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本⽇の内容

• はじめに
• VISA概要
• 機器と接続するためのお作法
• VISA Resource Manageの活⽤
• サンプル・プログラム
• ⾃動計測Webページ＆ツール
• まとめ
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今⽇のゴール
はじめに

• 「VISA」が何かを理解する
• 使⽤する開発⾔語で計測器との接続お作法が違うことを理解する
• 「VISA」を使えば簡単に機器を制御できることを理解する
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4

計測器

インタフェース

開発⾔語



• 本⽇の内容
• 本⽇の内容

• 本⽇の内容
• 本⽇の内容
• 本⽇の内容

• 本⽇の内容
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VISAドライバーの確認

• タスクバーからVISA Resource Managerアイコン
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Conflict Manager
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機器との接続でよくあるトラブル
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まず何が必要か？

• 制御したい計測器
• オシロスコープ、デジタルマルチメータ、信号発⽣器など

• 計測器を制御するためのコントローラ
• パソコン、Windows搭載のオシロスコープなど

• コントローラと計測器を接続する為のケーブル
• LANケーブル、USBケーブル、GPIBケーブルなど

• プログラミング・ソフトウェア
• VBA、Python、C++など

• VISAドライバー
• Windows搭載の計測器にはインストールされている
• パソコンには、VISAドライバーをインストールする必要あり
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VISAを扱える開発⾔語

• Excel VBA (Visual Basic for Applications)
• LabVIEW
• MatLab
• Python
• Scilab
• Visual Studio

• C++
• C#
• VB.net

など
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その他ライセンス開発⾔語
Excel本体に付属有償Excel VBA
 無償のCommunity 
Editionあり

有償LabVIEW

30 ⽇間無料評価版あり有償Matlab
無償Python
無償Scilab

無償のCommunityエ
ディションあり

有償Visual Studio C++
C#
VB.net



計測器と接続するためのお作法
Excel VBA

• コントロールの追加から、「TVC Control」を選択
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計測器と接続するためのお作法
LabVIEW

VISA Resourceの使⽤
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計測器と接続するためのお作法
Matlab

• Instrument Control使⽤
• Visaメソッドの使⽤
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計測器と接続するためのお作法
Python

• Pyvisaのインストール
• Visaモジュールのインポート
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計測器と接続するためのお作法
Scilab

• VISA Signal Acquistion and Instrument Control Toolboxのインストール
• viOpenDefault, viOpenの使⽤
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計測器と接続するためのお作法
Visual Studio(VC++、C#、VB.net）

• COMコンポーネントから「Tvc Control」を選択
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C#の例
こんな経験ありませんか？

ソースコードをコピペして実⾏
したらエラーで動かない
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計測器とのやり取り（基本）

• 計測器とコントローラの接続
• descriptor, visa

• 測定器に対して制御コマンドを送る
• write, send

• 測定器から応答メッセージ受け取る
• read
• 「？」付きのコマンドを送信した後に使⽤

• 測定器に対して制御コマンドを送り、応答メッセージを受け取る
• query
• 「？」付きのコマンドを送信する場合に使⽤

開発⾔語によって接続構⽂が異なる
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機器IDを読む
サンプル動画

• Excel VBA (Visual Basic for Applications)
• LabVIEW
• MatLab
• Python
• Scilab
• Visual Studio

• C++
• C#
• VB.net

機器と接続する為のお作法

機器へのコマンド発⾏

機器から情報を受け取る

基本の基本が詰まった動画
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調べる、今と昔

書籍 インターネット ChatGPT
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VISA Resource Manageの活⽤
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コマンドの確認
OpenChoice Talker Listener活⽤

機器を選択し、Openchoice
Talker Listenerを実⾏

コマンドを機器に送り応答を確認できる
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スクリプト
OpenChoice Talker Listener活⽤

機器を選択し、Openchoice
Talker Listenerを実⾏

コマンドを順番に送る/読む
テキスト保存/読み込み可能
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コールモニターの併⽤
OpenChoice Talker Listener活⽤

機器を選択し、Openchoice Talker
ListenerとCall Monitorを実⾏

コマンドが正しく送信されたのか確認可能

25



プログラマ・マニュアルの⼊⼿

テクトロニクスのWebページ
https://jp.tek.com/

ダウンロード
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マニュアルを選択 機種名を⼊⼒

検索実⾏

27



28



サンプル・プログラム
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PYTHON
波形データをプロットする

MSO68Bの画⾯ Pythonのプロット画⾯
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PYTHON
波形データをプロットする
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LABVIEW
画⾯イメージをファイルに保存する

MSO68Bの画⾯ Laptop PCに保存されたファイル
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LABVIEW
画⾯イメージをファイルに保存する
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⾃動計測Webページ＆ツール
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⾃動計測Webページ
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PI Transrator

コードを変更するとこな
く最新のオシロで動作
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TekDrive
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まとめ
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まとめ

• 「VISA」は、I/Fを意識することなく使⽤可能。
• 使⽤する開発⾔語で計測器との接続お作法が異なる。
• 「VISA」を使えば簡単に機器を制御が可能。
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THANK
YOU

ご清聴ありがとうございました。

本テキストの無断複製、転載を禁じます

株式会社テクトロニクス＆フルーク

Copyright Tektronix
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